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競技終盤で逆転負けを喫した選手達の心理構造
― インタビュー調査を用いて ―

The Psychological Structure of Athletes Who Lose Toward the End of Competitions 
When the Opponent Comes from Behind

― Through an Interview Survey ―

環太平洋大学短期大学部人間発達学科
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要旨：本研究の目的は，ハンドボール競技中において，試合終盤に逆転負けを喫した選手達の心理構
造を明らかにすることである。この試合の敗因はどこにあったのか，またどのような心理状態であっ
たのかを分析した。インタビューの中で述べられた選手達の言葉からキーワードを10カテゴリーに分
類し，その関係性をモデル化した。その結果，油断や焦り，高い緊張がパフォーマンスの低下やミス
につながることが示唆された。また，試合全体の構造モデルを考え，敗因対策として考えられる要素
を検討した。
Abstract：The purpose of this study is to clarify the psychological structure of athletes who suffer 
defeat in handball competition toward the end of the match when their opponent comes from behind. 
It made examinations to identify the causes of defeat and the psychological state of the athletes 
at the time. It divided key words in comments made by the athletes in the interview survey into 
10 categories, and prepared a model of the interrelationship between them. The results suggested 
that carelessness, impatience, and high-strung nerves led to a decline in performance and mistakes. 
The research included ideas for a structural model for the whole competition and an examination of 
factors that could conceivably counter causes of defeat.
キーワード：競技中，敗因，心理構造，インタビュー調査
Keywords：During a competition, Cause of defeat, Psychology structure, Interview survey

Ⅰ．はじめに

　競技中の心理についての研究は，従来から今日に至
るまで数多くなされている。レーア（1987）は，競
技中の心理状態を，あきらめ，怒り，びびり，挑戦
の４つに分類し，挑戦心にあふれた状態がパフォー
マンスのための理想的心理状態と述べている。徳永
ら（1999）は，心理的競技能力診断検査の12の尺度か
ら試合中の心理状態をみる質問項目を作成し，信頼
性，妥当性を証明しており，金本ら（2002）は，「あ
がり」の現象に焦点を当て，その原因の因子的構造
についてKJ法を用いて分析検討し，「責任感」，「失敗

不安」，「状況の新奇性」という因子を中核として６
因子で構成されていることを述べている。佐々木ら

（2008）は，競技中の心的動揺場面について調査し，
「試合」「自己」「対戦相手」「味方」「審判・監督」「環
境」の ６つの要因に分類している。村山ら（2009）
の研究は，「あがり」の発現機序について質的研究を
行い，「あがり」におけるパフォーマンスの低下が，

“知覚・運動制御の変化”や“安全性重視方略”，なら
びに“身体的疲労”によって生じることを報告してお
り，さらに，「あがり」現象は，パフォーマンスの低
下によって，さらに促進されるという循環的特質を有
することを述べている。来間ら（2018）は，「気持ち
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が切れた」現象の発現機序および表現の用途について
質的研究手法を用いて行い，「競技前の低いモチベー
ション」，「対戦相手の実力や態度」，「戦況の悪化」，

「想定外の出来事」が原因で起こることを明らかにし
ている。
　また，岩田（2008）は，バスケットボール競技にお
いて大逆転負けに至ってしまった試合に着目し，そう
した試合がどれくらいあるのか，どれくらいの得点差
で起こり得るのかを調査し，リードした後の得失点経
過を分析し，大逆転負けに至る過程にどのようなこと
があるのかを検討している。
　このように試合中の心理についての研究や逆転負け
したときの研究はなされている。しかし，逆転負けし
たときの敗因や心理状態を選手に直接インタビューし
て検討した研究は見当たらない。よって本研究は，試
合終盤に逆転負けを喫した選手にインタビュー調査を
行い，競技中の選手の心理状態がどうなっていたのか
を検討することにした。
　今回の研究対象となったＡ短期大学は，女子ハンド
ボールにおいて毎年全日本インカレに出場している実
績を持っている。しかし，４年生大学を相手に勝利す
るには難しい状況であることは言うまでもない。本研
究で対象になった試合は，前半をリードされて折り返
し，後半に逆転したものの，惜しくも終盤に逆転され
たというものであった。この試合についてどこに敗戦
の原因があったのか，また，選手がどのような心理的
状況で試合に臨んでいたのか等を分析することは，次
回に向けての対策を立てる手がかりになると考えられ
るため，本研究を手がけるに至った。

Ⅱ．目的

　本研究の目的は，ハンドボール競技において，競技
終盤に逆転負けを体験した選手にインタビュー調査を
行い，敗因と競技中の心理状態を分析することによ
り，競技中の心理構造を明らかにすることである。

Ⅲ．方法

１．調査対象者

　Ａ短期大学女子ハンドボール部８名（平均年齢20
歳±０，競技経験平均8.5年，コートプレーヤー６名，
キーパー２名）であった。

２．調査期日

　平成29年11月上旬

３．データ収集

　データ収集には半構造化面接を用いた。基幹質問
項目は，（１）基本プロフィール（年齢，競技歴，ポ
ジション）（２）「試合に負けた原因」（３）「良いパ
フォーマンスができたときの心身の状態」（４）「悪い
プレーをしたときの心身の状態」（５）「良いプレー
をするときに必要なこと」（６）「試合で一番大事なこ
と」であった。基幹質問項目以外にも，研究目的から
大きく逸脱しない範囲であれば，調査対象者から出さ
れた話題について対応した。今回は「試合に負けた原
因」の基幹質問項目を中心に競技中の心理状態を分析
し，心理構造を検討することとする。
　本調査に要した面接時間は平均約20分であった。な
お，調査前に本研究の意図を説明し，被調査者全員か
らインフォームド・コンセントを得て研究は行われ
た。

４．データの分析

　分析はKJ法を用いて行った。まず，記録した音声
データから基幹質問項目に対する回答や，付随して提
示された発言からキーワードを抽出し，ラベル作りを
行った。次に生成したラベルを，内容が類似したラベ
ル同士をまとめてグループを作り，カテゴリー名をつ
けた。各カテゴリーの意味関係を読み取りながら空間
的な配置を考え，各カテゴリー間を関係線で結び，回
答内容と照らし合わせ，心理構造モデルを検討した。
また，試合全体の流れの中で，状況，内容，考えられ
る要素を検討し，モデル化を試みた。ここでは他の心
理学研究者やハンドボール指導者からの意見を聞き，
分類の仕方やモデルの配置，関係性についての承認を
得た。

Ⅳ．結果および考察

１．カテゴリーの抽出

　対象者８名に，「試合に負けた原因」についてイン
タビュー調査をした結果，表１のような回答を得られ
た。対象者によって回答量が様々なことがわかる。回
答内容から敗因に関わるキーワードを抽出したとこ
ろ，「油断」，「焦り」，「技術・戦術」，「ミス」，「過度
な緊張」，「緊張しない」，「落ち込み」，「過剰な勝利意
識」，「貪欲さの欠如」，「体力」の10カテゴリーに分類
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表１　「試合に負けた原因」の回答内容

された。キーワードの頻出度と，カテゴリー化を表し
たものが表２である。今回は，１つしかないカテゴ
リーも貴重な意見として検討対象にすることとした。
これをみると，油断や焦り，技術・戦術的なミス，過
度な緊張等が主な敗因として考えられる。

２．競技中の心理構造モデルの作成

　表１の回答内容と抽出された各カテゴリーから関
係性を見出し，その構造のモデル化を試みた。カテ
ゴリーを頻度別でみると，「油断」が最も多く，次に

「焦り」や「技術・戦術」，そして「ミス」，「過度な緊

張」と続いた。各カテゴリーは頻度別で大きさを変
え，カテゴリー間の関係を表したものが図１である。
敗戦に大きく関わったと思われる「ミス」を中心に
関係図作成を試みた。「過度な緊張」から「ミス」に
つながり，「ミス」をすれば「過度な緊張」にもつな
がる双方向の関係が捉えられる。「焦り」につても同
じように考えられる。「技術・戦術」が未熟だと「ミ
ス」につながり，「ミス」をすれば「技術・戦術」が
萎縮する可能性があり，これも双方向の関係と捉えら
れる。また，「ミス」をすると「落ち込み」につなが
り，「技術・戦術」に影響すると考えられる。さらに，
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「油断」が「ミス」につながり，「体力」が消耗すると
「ミス」につながることが考えられる。よって，６つ
の要素が「ミス」と関わっていることがわかる。「ミ
ス」の原因を捉えることが重要だと考えられるが，や
はりその中に心理的要素は含まれているといえる。
　「技術・戦術」についても「過度な緊張」によって
パフォーマンスの質が落ち，影響を及ぼし，「技術・
戦術」が未熟であれば自信がなく「過度な緊張」に
もつながる双方向の関係性が考えられる。また，「焦
り」や「油断」，「体力」の消耗が「技術・戦術」にマ
イナスの影響を与えていることが考えられるため，一

方向の関係とした。「緊張しない」場合でもパフォー
マンスの質が上がらない報告があり，これも「技術・
戦術」への一方向の関係と捉えられる。また「緊張し
ない」と，「油断」につながることも考えられる。さ
らに「過剰な勝利意識」が「焦り」につながり「ミ
ス」や「過剰な緊張」につながると考えられる。最後
に「油断」や「体力」の消耗から「貪欲さの欠如」に
つながる一方向の関係性を考えた。各カテゴリーの関
係性をまとめ，この試合における選手達の心理構造モ
デルを作成した。

表２　キーワードの頻出度とカテゴリー化

図１　競技中の心理構造モデル
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３．競技中の全体構造モデルの作成

　被調査者の回答内容から対象となった試合全体の流
れと状況，内容，考えられる要素をまとめたものが図
２である。試合前半は緊張からパフォーマンスの質が
上がらない回答があった。緊張は，試合に対する特別
な意識や観衆の多さ，大舞台での試合経験の少なさ，
リラクゼーショントレーニングやイメージトレーニン
グ等のメンタル面の準備不足，プラス思考やものの捉
え方，受け止め方の工夫ができていない等が考えられ
る。パフォーマンスについてはウォーミングアップを
含め，練習，調整不足，戦術の不徹底，相手チームの
研究不足等が考えられる。
　後半に入り，緊張がほぐれたのか，本来のパフォー
マンスを発揮し，順調に得点を重ねている。ここでは
的確な判断や集中力，闘争心等がうまく作用し，声も
出て，チーム全体で盛り上がり，よい雰囲気の中で試
合ができていたものと推察される。しかし，ミスが出
て得点を許すと歯止めがきかず，連続的に得点をあげ
られ逆転されてしまう。焦りやミスから負のスパイラ
ルにはまってしまったことが考えられる。そこにはわ
ずかな気の緩み，心の隙があったことが考えられる。
また，貪欲に攻める意識が足りなかったり，気持ちの
切り替えがうまくできなかったりしたことも考えられ
る。さらに選手同士のコミュニケーションが足りず意
思疎通ができていない，また，タイムをとるタイミン
グや使い方の工夫が足りなかった等が考えられる。た

だ，全体の対策は見出せたとしても，個々人によって
思考のあり方は違う。各選手の思考の違いによる準備
が充実していなかったことが考えられる。競技中の思
考に関わる研究として，以下のようなものが挙げられ
る。
　有富ら（2015）は，競技中の思考において，「サイ
キングアップ」，「自信」，「肯定的自己認知」，「ポジ
ティブな感情表出」等の【積極的姿勢】，「後退」，「疲
労」，「否定的自己認知」，「ネガティブな感情表出」等
の【消極的姿勢】，「スキルに関する教示」，「作戦」等
の【スキルの教示・作戦】，【心理的教示】，【期待】，

【心配・懸念】，【外的な認知】の７つの大カテゴリー
を見出し，優勢場面と劣勢場面とに分けてその度数を
導き出し，感情および状況の構造を捉える調査研究を
行っている。
　Norem（2001）は，ありとあらゆる失敗に対して
熟考することで，一時的に不安が高まるものの，そ
うすることによって失敗に対する心構えができ，パ
フォーマンスの直前には過度に高まった不安が軽減す
るという可能性を示唆している。また，外山（2011）
も，防衛的悲観主義者は，これから遭遇する遂行場面
についてメンタルリハーサルをしたり，起こり得るミ
スというネガティブな出来事に対するすべてのコーピ
ングについて広く考えをめぐらせたりすることによっ
て，高いパフォーマンスを示すことを明らかにしてい
る。従って，思考の違うタイプによって方略を変える

図２　競技中の全体構造モデル
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必要があることがわかる。また，様々な事態に対応す
るために準備をすることは必要であると考えられる。 

Ⅴ．終わりに

　本研究は，ハンドボール競技中において，リードし
ていた状況で試合終盤に逆転負けを喫した試合を選手
達に振り返ってもらい，敗因はどこにあったのか，ま
たどのような心理状態であったかを分析し，心理構造
を明らかにすることを目的に行われた。
　試合の敗因について述べられた選手達の言葉から
キーワードを10カテゴリーに分類し，その関係性をモ
デル化した。その中で油断や焦り，過度な緊張がパ
フォーマンスの低下やミスにつながり，敗因として
考えられることが示唆された。また，試合全体の構造
モデルを考え，その中で敗因対策として考えられる要
素を検討した。全体で取り組めるものと，個人の思考
の違いで方略を変え，失敗に対する心構えを作ること
や，失敗を考えずにプラス思考で貫き通すか等の対処
が必要であることが挙げられた。
　今後，さらに具体的な状況についてのインタビュー
調査を行い，その場面毎の心理構造モデルを構築する
ことが望まれる。
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